
1 
 

 
 
 
 

学校概要 

創立 昭和５８年４月１日 

横浜市立小机小学校 

   〒２２２－００３６   

横浜市港北区小机町１３８２番地の１０ 

   電話 ０４５－４７２－８５９１・８５９２ 

   FAX ０４５－４７２－９５８２ 

 

創立記念日（開校記念日）６月１日 

   横浜市立小机小学校の前身であり、記録の上でもその創立記念日がはっきりしている「小机小学校」

の創立月日（明治９年６月１日）を記念して決められました。 

 

校名・校章の由来 

○校名 前身である小机学舎・小机小学校・尋常小机小学校と、いずれも地名「小机」をつけており、こ

れを尊重し受け継ぎました。 

○校章 校章の案を教職員も含めて公募の結果、佐藤雅一郎校長のデザインしたものが選ばれました。 

    学区域に残る小机城址は、戦国時代の前期に太田道灌による攻城戦、

そして、戦国中・後期には小田原城北条氏下の小机領の支配の中心と

なっていたものとして歴史的に著名です。この城址を大切にしていき

たいという意図をもって、小机城代の笠原家の紋所・柏の葉を取り入

れました。小机の文字を中心に柏の葉に、知育・徳育・体育の三つの

望ましい発達と円満な人間形成を願ってデザインされました。 

 

校歌  昭和５８年７月２０日制定 

  
 

小机小学校プロフィール 
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心豊かに学び合い、ともに伸びる子 

 
 
 
 
 
  目指す児童像 
 
 
 
 
 
 
 

本校の教育目標 
 
●豊かな人間関係の中で学び合い、自分の考

えを深める子を育てます。【知】 

 

●相手の心を思いやり、共に生きていこうと

する子を育てます。【徳】 

 

●心身の健康を大切にし、自分や人の生命を

尊重する子を育てます。【体】 

 

●地域の人やものとのつながりを大切にし、

地域と共に生きる子を育てます。【公】 

 

●広い視野で物事をとらえ、豊かな生活の向

上に取り組む子を育てます。【開】 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校経営の方針 

 

これまで築いてきた教育の成果を継承す

るとともに、新しい時代の要請に応える学

校の姿を求め、学ぶ喜びを知り、生きる喜

びを感じ、生き生きとした活力あふれる児

童の育成を目指した教育を推進します。 

 

●教育課程の実践・改善 

●人権教育の日常化 

●学校運営の組織化と効率化 

●教師力、チーム力の向上 

●情報公開と説明責任 

 
 

指導の重点 

 

●人権尊重と共生 

（コミュニケーション能力、伝え合う力の育成） 

●基礎的・基本的な指導内容の定着 

●9年間を見通し、城中ブロックで共有し

た「地域に愛され、地域に貢献する子ども」

の育成 

学校教育目標 
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日課表 

 
月 火 水 木 金 

短縮日課 

４校時 ５校時 

8:15～8:35 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開門・児童登校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

8:35～8:50 
朝会 

朝の会 

KSG/読書 

朝の会 

集会 

朝の会 

読書/KSG 

朝の会 

読書タイム 

朝の会 
朝の会 

8:50～9:35 １ 校 時 

9:35～10:20 ２ 校 時 

10:20～10:35 中 休 み 
10:20 

～10:25 

中休み 

10:20 

～10:25 

中休み 

10:35～11:20 3 校 時 
10:25 

～11:10 

３校時 

10:25 

～11:10 

３校時 

11:20～12:05 4 校 時 
11:10 

 ～11:55 

４校時 

11:10 

 ～11:55 

４校時 

12:05～12:55 給食・歯磨き・片付け 
11:55 

 ～12:45 

給食 

11:55 

 ～12:45 

給食 

12:55～13:15 昼 休 み 
帰りの会 12:50 

 ～13:00 

清掃 

13:15～13:30 清 掃 13:00下校 13:00 

  ～13:45 

５校時 

 
14:00 下校 

13:30～13:45 パワーアップタイム  

13:45～14:30 ５ 校 時  

14:30～14:40 ５校時 および クラブ・委員会の日…帰りの会 14:30～14:40 
 

 

14:30～15:15 
委員会 

(14:45～15:30） 

 

6校時 

  

6校時 

 

6校時 

  

 

クラブ 

(14:45～15:45) 

      

15:15～15:25 クラブ・委員会以外の６校時…帰りの会 15:15～15:25   

 
週時数 

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

月 5 5 1/3 5 1/3 6 1/3(5 1/3) 6 1/3 6 1/3 

火 5 5 1/3 6 1/3 6 1/3 6 1/3 6 1/3 

水 ４ 5  5 5  5 5 

木 5 5 1/3 5 1/3(6 1/3) 6 1/3 6 1/3 6 1/3 

金 5 5 1/3 5 1/3 6 1/3 6 1/3 6 1/3 

※4年生の月曜日、委員会のある日は5校時まで。（ ）の数字は委員会のある時の時数。 

※3年生は、後期に木曜日を６校時に移行する。 

※５校時の前に「パワーアップタイム(15分)」を行う。１年生は行わない。水曜は全学年行わない。 

日課表・週時数 

※水曜はパワーアッ

プタイムなし 

 １４：３０下校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【登下校】（とうげこう） 

☆決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

る。 

☆朝
あさ

８時
じ

１５分
ふん

から８時
じ

３０分
ぷん

の 間
あいだ

に登校
とうこう

する。 

☆防犯
ぼうはん

ブザーを身
み

につける。 

☆登校後
とうこう ご

は、学校
がっこう

の門
もん

から外
そと

へは出
で

ない。 

☆帰
かえ

りの会
かい

が終
お

わったら、すぐに下校
げ こ う

する。 

☆他
ほか

の人
ひと

のめいわくにならないように、広がらないで歩
ある

く。 

☆車道
しゃどう

に出
で

ずに、歩道
ほ ど う

を歩
ある

く。 

【学校生活】（がっこうせいかつ） 

☆ 自分
じ ぶ ん

からすすんで、あいさつする。 

☆ 廊下
ろ う か

・階段
かいだん

・スロープでは、右側
みぎがわ

を静
しず

かに歩
ある

く。絶対
ぜったい

に走
はし

らない。 

☆ 特別
とくべつ

教 室
きょうしつ

・体育館
たいいくかん

・屋 上
おくじょう

・ベランダは、 必
かなら

ず先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に使
つか

う。 

☆ 持
も

ち物
もの

には、学年
がくねん

・組
くみ

・名前
な ま え

をつける。 

☆ 学 習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものは持
も

ってこない。 

【放課後】（ほうかご） 

☆ 家
いえ

に一度
い ち ど

帰
かえ

ってから、遊
あそ

びに行
い

く。 

☆遊
あそ

んだ後
あと

、４月
がつ

～１１月
がつ

は５時
じ

、 

１２月
がつ

～３月
がつ

は４時半
じ は ん

までには家
いえ

に着
つ

くようにする。  

☆ 自転車
じてんし ゃ

で出
で

かけるときは、交通
こうつう

ルールを守
まも

り、歩
ある

く人
ひと

のじゃまになら 

ないようにする。 

 

【遊び】（あそび） 

☆ まわりをよく見
み

て、安全
あんぜん

に気
き

をつけて遊
あそ

ぶ。 

☆ サッカーやボールけりには、各学級
かくがっきゅう

のキャンディーボールを使
つか

う。 

☆ 鉄棒
てつぼう

・コンビネーションジム・遊具
ゆ う ぐ

のまわりではおにごっこをしない。 

☆ じゃぶ池
いけ

は、先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に行
い

く。子
こ

ども同士
ど う し

では行
い

かない。 

☆ 廊下
ろ う か

・階段
かいだん

・スロープ・昇 降
しょうこう

口
ぐち

・ネットの裏側
うらがわ

・校舎
こうしゃ

の裏側
うらがわ

・体育

倉庫のまわりでは遊
あそ

ばない。 

 

 

 

 

 

 

☆「 外遊
そとあそ

び」になるか「内遊
うちあそ

び」になるかは、掲示板
けいじば ん

で確認
かくにん

する。 

☆「内遊
うちあそ

び」の日には、決
き

められた時間
じ か ん

に体育館
たいいくかん

を使
つか

うことができる。（か

ならず先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に使
つか

う。体育館
たいいくかん

倉庫
そ う こ

の中
なか

の物
もの

は使
つか

わない。） 

≪内遊びの日の体育館 使用わりあて≫ 

 月 火 水 木 金 

中休
な か や す

み ２ ５ ４ ３ １ 

昼休
ひ る や す

み ６ ３ ６ ５ ４ 
 

☆時計
と け い

を見て、次
つぎ

の活動
かつどう

や授 業
じゅぎょう

に遅
おく

れないように移動
い ど う

する。 

（中
なか

休
やす

みは 10：30昼
ひる

休
やす

みは 13：10 に移動
い ど う

を始
はじ

める。） 

小机小学校のきまり 

☆サッカーゴールの使用
し よ う

わりあてを守
まも

る。 

≪サッカーゴール使用わりあて≫ 

月 火 水 木 金 

1・2 年 3・4 年 5・6 年 3・4 年 5・6 年 

☆サッカーゴールの割
わ

り当
あ

てがない日
ひ

は、サッカーはしない。 
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小机小の給食は、いろいろな食品を使っています。 

旬の野菜・果物を中心に日本古来の食品（大豆、海藻など）も多く使用しています。食べ慣れない

食品もあると思いますが、子どもたちが「食」に関心をもち、「食」の大切さが身に付くよう工夫し

ています。 

また、「はしを使って食べる」「いわしの骨をとる」「いよかんの厚い皮をむき、小房に分けて食べ

る」「ジャムの袋を開ける」「牛乳パックを開いて洗う」など、自分のことは自分で行います。また、

給食当番のときは自分たちで、ご飯やみそ汁、おかずなどを盛りつけます。ご家庭でも、食べ方や

配膳のお手伝いを意識して行ってくださると大変助かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食について 

食物アレルギーについて 

本校では食物アレルギーを有するお子さんに対して、給食の除去食の対応をしてい 

ます。給食で特別な配慮を希望される場合は、「学校生活管理指導表」と「食物アレルギ

ー対応票」を学校に提出していただき、年度始めに、面談を行います。希望される方は、

用紙をお渡ししますのでお申し出ください。 

   

 

 

～給食の流れ～ 

食事前 

◎衛生管理 

机を拭く、手洗い・うがい、マスクを着用するなどして、清潔を保つようにして、気持

ちよく食事ができるようにしています。 

◎配膳 

  給食を取りに行く際にサンプルケースで基準量を確認し、自分が食べる適切な量を把握

するようにしています。また、自分でトレイを持ち、給食を用意するようにしています。 

◎ぱくぱくだより 

その日の献立や食材についての話を聞き、給食に興味をもてるようにしています。 

食事中 

◎食事時間は 20 分です。 

◎「いただきます」をしてから 5 分間はもぐもぐタイムとし、話をせず、味わって食べる

時間をとるようにしています。 

食事後 

◎食事前にあらかじめコップに水を入れておき、歯みがきをするようにしています。 
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１ からだのこと～大切な健康観察～ 

学校では、毎朝、担任が健康

観察をします。ご家庭でも、学

校で元気に過ごすことができる

かどうか毎朝様子を観察し、検

温を行って、無理のない登校を

お願いします。 

２ 遅刻、早退、欠席について 

事情により遅れて登校する場合や早退する場合

は、事故防止のため 保護者の方の付き添いをお願

いします。欠席は、電話ではなくなるべく連絡帳を

利用してください。その際、欠席理由を明確にご記

入ください（熱や嘔吐の有無等）。 

３ 学校での健康管理 

○児童保健調査票について 

６年間にわたって使用するもので、お子さんの現

在の健康状況や既往歴、アレルギー症状の有無、予

防接種歴、結核問診等を把握しておくための大切な

資料となるものです。健康上の配慮を要すること等、

学校に知らせておきたいことは、できるだけ詳しく

ご記入ください。 

記入と押印漏れがないか確認してから、学校へご

提出ください。 

○健康手帳について 

健康手帳は、お子さんの健康診断の結果を記録し

たり、学校感染症の出席停止が終了した時の治癒届

として使用します。１年生の時に購入し６年生まで

使用します。 

○『受診のおすすめ』について 

定期健康診断の結果、異常や疾

病の疑いがあるお子さんに『受診

のおすすめ』をお渡ししています。

『受診のおすすめ』を受け取りま

したら、早めに医療機関を受診し、治療等が終わり

ましたら『受診報告書』を学校へご提出ください。 

 

 

 

 

４ 学校でのけがや病気 

保健室で行うのは、けがや病気の応急処置や一時

的な休養です。判断に迷う症状については病院で診 

断を受けてください。ガーゼの交換や学校外でのけ

が等についてはご家庭で手当てをお願いします。 

①体の調子が悪い時 

保健室で休養しても回復しない場合や感染症の

疑いがある場合は、保護者の方にご連絡しますので、

お迎えをお願いします（内服薬は使用しません）。 

②けがをした時 

病院で医師の診断を受けた方が良いようなけが

をした場合には、保護者の方とご相談の上、病院を

受診したいと思います。できるだけ、保険証を持っ

て学校または病院へお越し願います（緊急時は学校

の判断で受診させていただく場合もありますので

ご了承ください）。また、学校で起きたけがで、ご

家庭の判断で受診されることもあるかと思います

が、その際は学校までお知らせください。 

③日本スポーツ振興センターについて 

横浜市では、学校管理下で起きたけが等で、医師

の治療を要した場合に、医療費に相当する給付金が

支給される制度に加入しています。 

５ 学校感染症について 

学校は集団生活の場であるため、次の学校感染症

にかかった児童は、出席停止となり、医師の登校許

可がないと登校できません。次の病気にかかりまし

たら、すぐに学校までご連絡ください（欠席にはな

りません）。 

【学校感染症とは…】 

インフルエンザ、百日咳、麻疹、流行性耳下腺炎、

風疹、水痘、咽頭結膜熱、結核、新型コロナウイ

ルス感染症 など 

＊医師に出席停止期間の指示をあおぎ、医師の登校

許可をもらってから登校 してください。登校再開

後に 健康手帳 をお渡しします。学校感染症名・期

間・医療機関名等を記入し、押印して担任に提出

してください。保護者の方の記入 で結構です。 

保健について 
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外国人講師（ＡＥＴ）とクラス担任が共に、ＹＩＣＡ（横浜国際コミュニケーション

活動）や国際理解教室を行っています。 

１ ＹＩＣＡ（横浜国際コミュニケーション活動） 

1 年生から 6 年生まで、コミュニケーション能力の育成を重視して、取り組んでいま

す。言葉の面白さや豊かさ、外国語の音声やリズムなどを通して、基本的な表現や語句

などに慣れ親しんでいます。 

１～4 年生【外国語活動】では、歌や身体表現を多く取り入れて、子どもに親しみや

すく、コミュニケーションの楽しさや大切さが実感できることを目指した活動を行って

います。 

５・６年生【外国語科】では、それまでに培った力を生かして、話す活動に加えて、

読んだり書いたりする活動を行っています。 

 

２ 国際理解教室 

外国人講師が、やさしい英語を通して、出身国の文化（生活、衣装、食べ物、歌、ゲ

ームほか）について、わかりやすく紹介します。身体を動かしたり、歌ったりするなど

の体験を大切にしながら、楽しく活動が行われています。 

 いろいろな国の講師が派遣されますが、どんな人ともコミュニケーションをとれるよ

うになるため、授業は英語で行われます。 

  

【ねらい】 

○英語に親しむ。 

 ・英語での簡単なコミュニケーションを通して、英語への興味・関心を育てる。 

○異文化に触れるとともに自国の文化に目を向ける。 

・新しい文化に触れ、違いを違いとして受け止める柔軟な姿勢を育てる。 

・日本との比較を通して異文化を知るとともに、日本の文化にも関心をもつ。 

○コミュニケーションを楽しむ。 

・ゲームや文化の紹介の中で、指示や話の内容を理解しようとする態度を育てる。 

・気付いたことや想像したことを積極的に伝えようとする。 

 

 

 

 ＹＩＣＡ 
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１ 地域の人を生かして 

 直接または間接的に子どもたちとかかわるボ

ランティアとして活躍していただいています。た

くさんのことを教えていただいています。 

・登下校見守り 

 ・安全パトロール 

 ・図書ボランティア（たんぽぽ図書） 

・小机商店街 

・ＪＡ小机農産物直売所 

 ・新横浜公園 

 ・横浜マリノス株式会社 

 ・サクラソウの会 

 ・小机城のあるまちを愛する会 

・横浜市港北消防署小机消防出張所 

 ・鶴見川流域ネットワーキング 

・消防団 

 ・ＰＴＡ 

 ・おやじの会 

・地域コーディネーター   など 

    

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域の特性を生かして 

 小机のまちにあるさまざまな施設、機関とも連

携を図っています。学習の場が広がると同時に小

机のまちをよく知ることができます。 

 ・横浜市城郷小机地区センター  

 ・横浜市城郷小机地域ケアプラザ 

 ・国土交通省鶴見川流域センター 

・小机城址、寺社などの史跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪横浜市城郷小机地区センター・横浜市城郷小机地

域ケアプラザ≫ 

 

３ 関連諸機関との連携 

  子どもたちの健やかな成長や地域の安全を

守るために様々な機関とも連携しています。 

 ・港北警察署 

・主任児童委員 

 ・横浜市北部児童相談所 

・港北区役所こども家庭支援課 

・リハビリテーションセンター 

・城郷中学校 

・城郷小学校、東本郷小学校ほか近隣小学校 

 ・近隣幼稚園、保育園  

地域とのかかわり 
まちと人と・・・小机小学校は、いつもつながっていきたいと願っています。 

 

《小机城のあるまちを愛する会の皆さん

から小机城について学ぶ ５年生》 

《サクラソウプロジェクト ３年生》 
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１ 転学する場合の手続き 

①学級担任へ「いつ どこへ 引っ越します」と 

 お申し出下さい。 

②「転学・退学届出書」を担任よりお渡しします 

 ので、転学年月日等、必要事項を記入の上、担 

 任までご提出下さい。 

③担任は、「転学・退学届出書」を受領後、次の

ものをお渡します。（後日お渡しするものもあ

ります。） 

 

 

 

 

 

④港北区役所で転出の手続き（住民票の移動）を

します。 

⑤転出先の役所で転入の手続きをします。 

２ 退学する場合の手続き 

海外に転出される場合は、退学扱いになります。 
（学校教育法が定める義務教育の規定が適用さ 

れないためです。）現地で入学する予定の学校 

日本人学校、現地校のいずれであっても全て同じ 

扱いになります。 

①学級担任へ「いつ、どこへ引っ越します」と 

 お申し出下さい。 

②「転学・退学届出書」を担任よりお渡しします。

必要事項を記入の上、担任までご提出下さい。 

③担任は、「転学・退学届出書」を受領後、次の 

 ものをお渡しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「在学証明書」を提示し、小学校に在籍す

る児童がいることを申し出ます。 

★「入学通知書」が発行され、転出先の学校 

  が指定されます。 

⑥指定された学校に行き、転入の手続きをしま

す。 

★役所で発行された「入学通知書」を提示す

る。 

★小机小学校で渡されたもの（③）を提 

出する。 

※郵便局の窓口に行き、学費納入の解約手続き

をお願いします。 

※年度途中の場合、学年費などの返金がありま

す。受け取って、領収書に署名・押印のうえ

ご提出ください。 

※給食費も同様に手続きをお願いします。転出

先が市内の場合は、手続きはいりません。 

 

 

★教科用図書給与証明書と印鑑を持参して、  

   「海外子女教育振興財団」で、日本人学校

で使用する教科書を出国前に受け取ります。 

  ＊令和３年２月現在、海外子女教育振興財団は、 

窓口業務を停止しています。 

   詳しくは財団のホームページをご覧ください。 

④港北区役所で転出の手続きをします。 

 おおむね出国の１４日前より届けられます。 

⑤日本人学校・現地校へ、小机小学校で渡され

たもの（③）を提出します。 

※郵便局の窓口に行き、学費納入の解約手続き

をお願いします。 

※年度途中の場合、学年費などの返金がありま

す。受け取って、領収書に署名・押印のうえ

ご提出ください。 

※給食費も同様に手続きをお願いします。 

  転学・退学の手続き 

◎在学証明書 

◎転学児童教科用図書給与証明書 

◎健康手帳・あゆみ・（氏名ゴム印） 

   氏名ゴム印は平成３０年度入学児童まで 

◎児童保健調査票 

◎在学証明書（現地校の場合英文） 

◎指導要録の写し（現地校の場合成績証 

 明書）※現地校の場合、成績証明書は 

 「通知票」で代用が可能です。 

◎児童健康診断票・歯の検査票（現地校の場

合はいらない） 

転勤や引っ越しなどで、学校を転出する場合は次のような手続きがあります。 
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１ 学級担任や学年主任 

担任が学校では一番お子さんの近くにい

ます。何かお困りのこと等ありましたら、ど

うぞご遠慮なく声をおかけください。また、

学年でチームを組んで子どもたちを育てて

います。隣のクラスの担任や学年主任にもお

気軽に御相談ください。 

２ 小机小学校児童支援専任 

児童支援専任が、中心になって、お子さ

んや保護者の方のご相談を受け付けていま

す。 

★児童支援専任とは… 

●児童への各種指導・支援活動を実践しま

す。 

●よりよい学級の集団づくりをサポートし

ます。 

●教育相談活動を推進し、児童・保護者・

カウンセラーと連携を図ります。 

●児童のよりよい理解を目指し、職員の研

修やチーム指導・対応方法の検討など、校 

内児童支援体制を構築します。 

●地域、幼稚園、保育園、

小学校、中学校、児童相談

所、警察、区役所、療育セ

ンター等、様々な関係機関

との連携を図ります。 

 

３ 養護教諭 

体の相談のみならず、心や学校生活の相

談にも応じます。保健室に立ち寄っていた

だいての立ち話でもかまいません。 

 

 

 

 

 

 

保健室の隣に保健相談室もあり、じっく

りお話を伺うこともできます。どうぞお気

軽に御相談ください。 

４ 特別支援コーディネーター 

学習や行動面で困っている児童一人ひと

りの教育的ニーズを把握し、適切な教育支援

を行うために、保護者及び必要に応じて福祉

や医療等の関係機関との連携や協力を図り

ます。取り出し学習やチームティーチングな

どの支援の体制を整えたりもします。 

５ スクールカウンセラー 

「心の専門家」である臨床心理士等が毎月

来校し、児童の様子を見たり、児童や保護者、

教職員の相談にあたったりします。学校便

り・学年便りでスクールカウンセラーの来校

日をお知らせしています。ご相談を希望され

る場合は、学校に電話でご連絡ください。 

６ リハビリテーションセンター 

専門的なスタッフにより、児童に対する療

育訓練、相談及び指導、医学的・心理的・教

育的及び社会的な診断、治療、検査、判定及

び評価を行っています。学校では、学校支援

として研修や学級運営の助言等をお願いし

ています。 

７ 特別支援教育総合センター 

配慮の必要な児童生徒に対し、就学前から

中学校修了後の進路相談までの一貫した相

談・指導を行っています。ご相談を希望され

る場合は、学校からの申し込みになりますの

で、学校へご連絡ください。

 

 相談機関・窓口のご案内 
学校での学習や学校生活などで、困ったことがあったら御相談ください。 
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学校教育活動に必要な経費と PTA 会費（学校納入金）は、次の通りです。横浜市立学校では、学校納

入金に関して、学校と保護者の皆様との関係を明確にするために承諾書を提出していただいています。 

１学年別納入金額 

 

●PTA 会費は、各家庭の一番上のお子さんから引き落とさせていただきます。（家庭数） 

 

●学年費から日本スポーツ振興センター、PTA会費から横浜市安全教育振興会の掛け金が支払われます。 

●上記以外に、次のような行事に必要な経費を、臨時徴収する場合があります。 

その場合は、内容や金額についてその都度お知らせします。 

（体験学習、社会見学、修学旅行、卒業経費など） 

●年度途中の転出となる場合、未購入の教材費、在籍のない月の PTA 会費等は返金します。      

２納入方法 

●ゆうちょ銀行の口座振替で納入していただきます。 

●５月に納入していただきます。振替指定日に振替ができないときは、翌月にもう一度振替をします。 

残高不足などにより振替ができなかった場合は、ご来校の上、現金で納入していただくことになりま

すので、ご注意ください。 

●口座振替手数料が１回につき１０円かかります。 

３給食費について 

●給食費は、お子さん一人当たり月額４６００円です。 

●各家庭から直接横浜市へ口座振替による支払いとなります。ゆうちょ銀行のほか、他銀行からの引き

落としができます。 

●詳しくは、年度初めに配布される学校給食費についてのプリントをご覧ください。 

費目 

学年 

 

学年費 

 

PTA 年会費  

合計金額 

家庭数 家庭数でない 

個別支援級 \３,３００   

 

\３,８４０ 

 

・家庭数で徴収 

月額３２０円相当 

\７,１４０ \３,３００ 

１年  

\６,６００ 

\１０,４４０ 

 

\６,６００ 

２年 

３年  

\８,２５０ 

\１２,０９０ \８,２５０ 

 ４年 

５年 \８,８００ \１２,６４０ \８,８００ 

６年 \９,９００ \１３,７４０ \９,９００ 

  学校納入金・給食費について 

 
年度明け、徴収額が決定

次第、入力します 



要保存 令和３年４月版 
 

非常時
ひ じ ょ う じ

における 児童
じ ど う

の 安全
あんぜん

確保
か く ほ

について 
 

横浜市立小机小学校 
 

 状 況 学校・家庭の対応 メール配信等 

 
 
 
 
 
 

登 

 

校 

 

前 
 

ア 朝６時の段階で 

「特別
と く べ つ

警報
け い ほ う

」 

「暴風
ぼ う ふ う

警報
け い ほ う

」 

「大雪
お お ゆ き

警報
け い ほ う

」 

「暴風
ぼ う ふ う

雪
せ つ

警報
け い ほ う

」 

「（火山
か ざ ん

噴火
ふ ん か

）降灰
こ う は い

予報
よ ほ う

」 
※解説２ 

が 発表
はっぴょう

されている。 

（自動的に） 

市立
し り つ

学校
がっこう

一斉
いっせい

 
臨時
り ん じ

休校
きゅうこう

 

～横浜市学校防災計画による～ 
（放課後キッズクラブ 第一区分休業。第二区分は「特

別警報」以外原則実施） 

 

○メール等を待たず、

まずは、警報にてご

判断ください。 

※解説２ 

 

○補足的に、メールを

配信する場合があり

ます。（基本的にはない

ものとお考えください。） 

 

○補足的に、学校ホー

ムページに掲示する

場合があります。 
イ 「暴風

ぼうふう

・大雪
おおゆき

・暴風
ぼうふう

雪
せ つ

・特別
とくべつ

警報
けいほう

」はない

が、強風
きょうふう

、大雨
おおあめ

、大雪
おおゆき

等
な ど

で 登校
とうこう

が 危険
き け ん

とご

家庭
か て い

で 判断
はんだん

される状

況。 

（原則
げんそく

として） 

 

通常
つうじょう

授業
じゅぎょう

 

 
○「危険」と判断した場合は、登校を見合

わせてください。   ※解説１ 

ウ 大地震
お お じ し ん

発生
はっせい

 

横浜
よこはま

市域
し い き

の一箇所でも 
震度
し ん ど

５
ご

強
きょう

以上
いじょう

を

観測
かんそく

 

 帰宅後
き た く ご

、登校前
とうこうまえ

の時間帯
じ か ん た い

（放課後、休日、夜間等）に、

震度５強以上の地震が発生

した。 

 

（原則として、自動的に） 

当日
とうじつ

と 翌日
よくじつ

は 全市
ぜ ん し

一斉
いっせい

 

臨時
り ん じ

休校
きゅうこう

 

○被害が少ないなど、学校が判断すれ

ば、授業実施の場合あり。 
（キッズ第一区分・第二区分臨時休業） 

○実施の場合、メー

ル配信、校門掲示、

ホームページ等発信に

努めます。 

 

エ  南海
なんかい

トラフ

地震
じ し ん

に関する

臨時
り ん じ

情報
じょうほう

 

「平常時と比べて相対的に発生するリ

スクが高まった」等の情報が発表され

た。（平成２９年１１月から、自動的に休校

となる「警戒宣言」は出ないことになりま

○市教委から「全市臨時休校」の指示があ

れば休校。地域の災害危険性等から、中

学校区で登校見合わせの判断をする場合

もあります。 

○全市臨時休校にならない場合は、各ご家

庭で登校の安全を判断及び確保し 、登校

させてください。 

○可能な保護者の皆様は、付き添いや要所に

○メール配信に努めます

が、不可能の場合もありま

す。 

○横浜市、学校の対応につ

いてメール配信、ホームペ

ージ等で確認するとともに



した。） 立つなど、登校の安全確保にご協力くださ

い。 

 

 

ご家庭で安全確保を図って

ください。 

状 況 学校・家庭の対応 メール配信等 

オ J アラート（全国
ぜんこく

瞬時
しゅんじ

警報
けいほう

システム）で、

自然
し ぜ ん

災害
さいがい

以外
い が い

の 警報
けいほう

（テロ

など）が 神奈川県を含んで 発

せられている。 

○警報
けいほう

が出ている 間
あいだ

、登校
とうこう

を 見合
み あ

わ

せ、建物
たてもの

内で 安全
あんぜん

を 確保
か く ほ

してくださ

い。 

○警報
けいほう

解除
かいじょ

と 判断
はんだん

したら、メール配信を行

います。 

○各ご家庭で登校の安全を判断及び確保し、

メール配信後に、登校を開始してくださ

い。 

○可能な保護者の皆様は、付き添いや要所に

立つなど、登校の安全確保にご協力くださ

い。 

○学校は、原則
げんそく

休校
きゅうこう

にはし

ません。 

○メール配信等に努めます

が、即時配信は困難で

す。 

○登校時間等はメール配信

にて連絡します。 

 
 
 
 
 

 

 

 

登 

 

校 

 

後 

カ  登校後
と う こ う ご

天候
てんこう

が

悪化
あ っ か

 

「暴風
ぼうふう

警報
けいほう

」「大雪
おおゆき

警報
けいほう

」 

「暴風
ぼうふう

雪
せ つ

警報
けいほう

」「特別
とくべつ

警報
けいほう

」 

「火山
か ざ ん

噴火
ふ ん か

降灰
こ う は い

予報
よ ほ う

」等
な ど

発表
はっぴょう

。 

（状況を総合的に判断し、メール配信等により） 

 

預
あ ず

かり・引
ひ

き 渡
わ た

し 

 

 

 

 

○状況を総合的に判

断し、メール配信、学

校ホームページに

て、対応を伝達する

よう努めます。 

 

○対応の変更も遂次、

伝達するように努め

ます。 

 キ  大地震
お お じ し ん

発生
はっせい

 

横浜
よこはま

市域
し い き

の一箇所でも 
震度
し ん ど

５
ご

強
きょう

以上
いじょう

 

の 地震
じ し ん

を 観測
かんそく

した。 

 ○迎えのない場合、宿泊体制。 
（下校後、キッズクラブに参加している児童は、キ

ッズにて、学校と連携して留め置き・引き取り。） 

 ○遠方においでの保護者様は、児童は学校で安

全に過ごしていると考え、まず、身の安全を

図ってください。 

ク 地震
じ し ん

発生
はっせい

（震度５

弱以下） 
震度５強に達していないが、交通

網の混乱、停電、火災発生などで児

童を帰宅させることが危険と判

断。 

○状況によっては、定刻、または、下校時

刻を前後に変更して、 

非常時ルート 下校
げ こ う

、または 職員
しょくいん

見守
み ま も

り

体制での下校。 

※下校後、放課後キッズクラブに参加している児童

は、キッズにて学校と連携して留め置き引き取り。 

※ルート下校、職員見守り体制の下校では、可能な

保護者の皆様は、要所に立つ、出迎えるなどの支

援をお願いいたします。 

○通常の下校時間帯に 

天候等が回復すれば、非常時ルート下校

または通常下校とする場合がありま

す。 

○家に帰っても停電、交通網の不通で保

護者が帰れない等と判断された場合は、

預かり、引き取りにする場合がありま

す。 

 このような場合、学校からのメール配

ケ 南海トラフ地震に関す

る「臨時情報」が発表された。 

 

コ 下校時間に地域の 停電
ていでん

。 

サ 横浜線などの運転再開

の見通しが立たない。 

シ J アラート（全国
ぜんこく

瞬時
しゅんじ

警報
けいほう

システム）で神奈

川県にも、自然
し ぜ ん

災害
さいがい

以外
い が い

（テ

ロなど）の警報が続く。 

登
校
前 



ス その他 事件
じ け ん

・事故
じ こ

等。 

 

信やホームページをご確認ください。 

※解説１ 悪天候と判断して休んだり、遅れたりする場合、欠席、遅刻とはしません。連絡は入れてください。 

※解説２「警報」は、地上波デジタル放送の「データ連動画面」や「防災・気象サイト」から確認し、ご判断 

ください。 
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危機管理対策 

インターホン 

教室及び各フロア、特別教室にはインターホンが設置されています。 

緊急時に職員室に連絡がとれるようになっています。 

防犯カメラ 

正門、北門、裏門の３箇所に防犯カメラを設置して、 

２４時間録画をしています。 

避難訓練 

様々な場合を想定した火災・地震の避難訓練だけでなく、不審者の侵入時の対応訓練も年２

回実施しています。 

その他、教職員を対象にした訓練・研修も行っています。 

名札の着用 

職員は、名札を付けています。 

保護者の皆様にも来校時には名札の着用をお願いしています。 

名札を付けていない方には、声を掛けさせていただいています。 

来校時に名札を忘れた場合は、職員室で名札を借りるようお願いします。 

 保護者・地域の皆様には、子どもたちの安全のために日頃からご協力いただき、感謝しています。

今後も引き続き、子どもたちへの声掛けやあいさつ等から子どもたちを見守っていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。学校でも子どもたちの安全を第一に考え、対策をとっていきます。 

 

 

 

 

電子錠 

正門、北門は電子錠によって施錠されています。 

来校された方がインターホンにて連絡してくださることで、 

電子錠を解除します。  

人感センサーライト 

夜間の防犯に備え、裏門 1 か所、東棟校舎外側 3 か所体育館 2 か所、キッズ入口 1 か所にセ

ンサーライトが設置されています。 
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小机小学校では、緊急時の連絡網として「メール配信システム」を導入しています。 

メール配信のプロセス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎緊急時の情報、警察情報の配信（警察、近隣校の共通情報） 

◎災害情報の配信（登校後の下校の仕方や引き取り等） 

◎各行事の実施の有無 

○安否確認の配信 

 

 

 

 

 

 

 

  メール配信システムのご案内 

   
サーバー 携帯電話 学 校 

連絡事項を学校が作り、 

ＰＴＡの確認の後、サー

バーに送信する。 

サーバーを経由して、保

護者が登録したアドレス

宛にメールが届く。 

メール配信システムの利点 

メール配信システムの利点 

○リアルタイムで配信できるため、情報が行き渡るまで時間がかからない。 

○統一した内容が一斉に受け取れる。 

○学校全体、学年ごと、クラスごとの配信が可能である。 

○災害時など携帯電話がつながる場合には、速やかに安否確認ができる。 

登録方法 

  

サーバー 
保護者 

空メールをサーバーへ送信 

→登録完了 

☆一台で数個のアドレス登

録が可能です。 

☆月一回確認のメールが届

きます。 

空メールを受信 

→登録完了 

☆アドレスの変更・

解除、中途新規登

録については学校

にお問い合わせく

ださい。 

送信 
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※学校管理下・・登校から下校までの全ての時間  ※学校管理外・・日常生活中 

●安振会から支払われる見舞金等について 

●給付対象事故とは・・次の三原則に該当するものに限定します。 

 

 

※疾病による入・通院、交通事故による入・通院は該当しません。 

●見舞金等給付対象事故とは・・児童生徒の学校管理下外の事故 

保護者の PTA 活動中（往復途中を含む）の事故 

●受給資格者とは・・・・・・  横浜市内の小学校に在籍する児童生徒 

賛助会員として承認された単位 PTA 会員 

※ 申請書類は、担任の先生を通じて副校長までお申し出ください。 

支払いパターン 入院・通院した場合 怪我した場合 死亡した場合 
給付金の種類 負傷見舞金 後遺障害見舞金 死亡弔慰金 
児童・生徒 入院 １日以上１８０日以内 

１日につき 1200 円 

通院 3 日以上 180 日以内 

1 日につき 1000 円 

ギプス 5000 円・・上肢、 

下肢、体幹、鎖骨 

3000 円・・半肢 

1 級 50 万 

～14 級２万 
①学校管理下外の事故  50 万 
②交通事故       20 万 
③登下校中の事故     10 万 
④疾病         ３万 

 

保護者 入院 １日以上１８０日以内 

１日につき 1８00 円 

通院 １日以上 180 日以内 

1 日につき 1400 円 

ギプス 5000 円・・上肢、 

下肢、体幹、鎖骨 

3000 円・・半肢 

1 級４００万 

～14 級１５万 

①学校・PTA が主催する事業中    

 の事故      400 万 

②PTA 活動、学校行事への往復

途次の交通事故   20 万 

③PTA 活動中の疾病による 

 事故        10 万 

④疾病         ３万 

手続き 請求申請書 

入・通院証明書（入・通院の分

かるもの） 

請求申請書 

障害診断書（類す

る書類） 

死亡報告兼弔慰金請求申請書 

事故関係書類 

 横浜市安全教育振興会 
 
（財）横浜市安全教育振興会（通称・安振会）は児童生徒の学校管理下外の事故に対する見舞

金の給付ならびに修学奨励金の給付、保護者の PTA 活動中の事故に対する見舞金等の給付、

安全教育の普及振興を行っています。年間 500 円の掛け金は PTA 会費から払われています。 

偶然性：予知しない、またできないこと 

急激性：原因と結果発生の間に時間的間隔がほとんどないこと 

外因性：外部作用がその原因であること 
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●日本スポーツ振興センターとは・・   

学校では、児童が健康で安全な学校生活を送れるよう十分注意していますが、そ

れでも学校内で思わぬケガをすることがあります。このような場合に、医療費や各

種の見舞金を給付するため、法律で設立された災害共済給付制度が、独立行政法人

日本スポーツ振興センターです。横浜市では、児童全員が加入し、医療費などの給

付を受けています。 

 

●給付が受けられるのは・・  

 授業中や課外指導中はもちろんのこと、休み時間中、登下校などの通学中での事故やケガなども 

対象になります。 

 

学校管理下とは… 

・始業前、休憩時間、昼休み 

  ・授業中（体育など各教科、遠足、校外学習など） 

  ・課外指導中（マーチング、部活など） 

  ・通常の経路及び方法での通学中（登下校中） 

 

●給付金額は・・ 

ケガなどで病院の診療を受けた場合は、総医療費（保険診療分）の４/10 相当分が給付されます。 

なお、治療完了までに病院や薬局で支払った医療費の自己負担額が、1,500 円以上（保険診療点

数で 500 点以上）の場合に、申請対象となります。 

ケガなどにより後遺症が残った場合は、その程度に応じて見舞金が支給されます。 

 

★ 小児医療助成制度との調整について 

学校管理下のケガで医療機関を受診する際は、小児医療費助成制度を利用せず、こちらの制度を優

先して利用し、医療費の請求をしていただくようお願いします。 

ただし、小児医療費助成制度を利用した場合でも、保険診療の 1 割分に一部負担金（小 4 以上／通院

1 回につき 500 円）が加算された額の 給付を受けることができます。 

 

☆ 申請書類について、また制度についてのお問い合わせは、養護教諭までお申し出ください。 

 

●掛金は・・ 

保護者負担額年額 460 円   （横浜市負担額 485 円） 

＊学年費として徴収しています 

  日本スポーツ振興センター 
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横浜市立小机小学校PTA規約 
第1章 名称・所在地 

第1条 この会は、横浜市立小机小学校PTA（略称PTA）といい、事務所を小

机小学校におく。 
第2章 目 的 

第2条 本会は、下記諸項の達成を目的とする。 
1. 家庭、学校、社会における児童の福祉を増進する。 
2. 児童の心身の健全な発達を願い、その助長につとめる。 
3. 会員が民主教育を理解し、社会の協力を得て教育環境の整備をはか

る。 
4. 各種研修を通じて会員の教養を高めるとともに、相互の親睦をはかる。 

第3章 方 針 
第3条 この会は、教育の振興をめざす自主独立の民主団体であって、この会

の名をもって営利的、宗教的、政党的な団体と関係をもってはならな

いし、いかなる個人、団体の干渉も受けてはならない。 
また、学校の管理、人事に干渉するものではない。 
但し、児童のしあわせのために活動する社会的機関とは協力する。 

第4章 会  員 
第4条 この会の会員は、在校児童の保護者及び本校教職員とし、この会の運営

の責任にあたる。 
第5章 会  費 

第5条 この会の経費は、会費、寄付金、その他の収入により、会の目的方針に

従って支弁する。 
第6条 会員の会費は、月額320円とする。 
第7条 この会の会計年度は4月1日に始まり翌年3月31日までとする。 

第6章 総 会 
第8条 総会は全会員をもって構成し、この会の最高議決機関であり、定期

総会、臨時総会とする。 
1. 定期総会は年度始め総会と年度末総会とする。 
2. 年度始め総会は、決算の承認、事業計画、予算を審議決定する。 
3. 年度末総会は、事業報告及び役員の選出を行う。 
4. 臨時総会は、実行委員会が必要と認めた場合及び会員の5分の１の

要求があった場合に、会長がこれを召集する。 
5. 総会の日時、議案は開催日の10日前に全会員に通知する。 
6. 総会の定足数は、会員（家庭数）の3分の１をもって、成立する。  
7. 総会の議決は、出席者の過半数の同意をもって決定する。 

第7章 役  員 
第9条 この会の役員は、会長1名（保護者）、副会長2名（保護者）書記2名

（保護者・教員各1名）会計2名（保護者・教員各1名）とする。 
    各役職の任期は1年とし、再任は妨げないが、同一職は3年を限度と

する。 
第8章 会計監査委員 

第10条 この会の経理を監査するため、2名（保護者）の会計監査委員をおく。 
会計監査委員は収支の監査を行ない、総会に報告する。 
任期は1年とし、再任は妨げないが3年を限度とする。 

第9章 役員及び会計監査委員の選出 
第11条 役員、会計監査委員の選出は次のように行なう。 

1. 推薦委員（各委員会2名、役員会2名、教員2名）を選出し、役員、

会計監査委員候補者推薦委員会を構成する。 
2. 推薦委員会は役員候補者の同意を得て推薦し、総会 10 日前に発表

する。 

3. 役員、会計監査委員の選出は総会で行う。 
4. 新たに選ばれた役員、会計監査委員は、4月1日に就任する。 

第10章 役員の任務 
第12条 会長はこの会を代表し、会務を総括し、実行委員会の議長となり、実行

委員会、その他の委員会の召集を行なう。 
第13条 副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは代理をつとめる。 
第14条 書記は、この会の議事を記録し、庶務を処理する。 
第 15 条 会計は、この会の総ての金銭の収支を正確に記録保管し、決算報告を

行なう。 
第11章 実行委員会 

第16条 実行委員会は、役員、校長、各種委員会委員長、副委員長からなり、次

の任務を行なう。 
1. 本会の目的達成のため計画を立案し、実施にあたる。 
2. 各種委員会より提出された計画を審議決定する。 
3. 総会に提出する原案を作成する。 

第12章 各種委員会 
第17条 各種委員会は、委員長がこれを召集し、その任務、活動、構成は次の通

りとする。 
1. 校外委員会は、児童の校外生活、交通事故防止等、安全対策と指導及

び緊急時の連絡等にあたる。 
2. 校内委員会は、児童の成長と健康を考えつつ、学校・家庭・児童の橋

渡し役として活動し、相互の親睦をはかる。 
3. 広報委員会は、会の活動状況その他を会員に知らせる。 
4. 委員の選出は次のようにする。 
   校内委員は各学年×３名選出する。 
   広報委員は各学年×３名選出する。 

校外委員は地区ごとに選出する。 
5. 正副委員長は委員の中より互選する。ただし、正副経験者はこれを免

除されることとし、再任は妨げない。 
6. 実行委員会の決定に基づき、特別委員会を設けることができる。 

第18条 各委員会、特別委員会の全事業計画は、実行委員会にはからなければな

らない。 
第13章 その他 

第19条 この会の規約改廃は、実行委員会が審議・検討し、総会の席上で出席者

の過半数の同意により決定する。 
第20条 この会の運営にあたり、規約に疑義の生じた場合は、実行委員会の決定

により実施し、速やかに会員に報告しなければならない。 
第21条 本規約は昭和58年4月1日より実施する。 
     本規約の改正は、昭和59年 2月29日 一部改正。 
             平成元年 3月14日 一部改正。 
             平成 4年 5月12日 一部改正。 
             平成16年10月22日一部改正。 
             平成20年 5月16日一部改正。 
             平成21年 2月27日一部改正。 
             平成31年  1月29日一部改正。 
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校内委員会 

★学校・家庭・子どもたちのパイプ役となるよ

う、委員全員で協力し活動します！！★ 

 
 主な活動内容は、ベルマーク＆テトラパック

の集計と発送、給食試食会と運動会 PTA 競技

取りまとめ、白衣とカーテンの管理です。学年

の違う保護者同士、楽しく情報交換しながら活

動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校外委員会 

★私たちは校区の見守り隊です！！★ 

 

 校外委員は各地域より選出されます。 

 各地域の情報が一番集まる委員会です。防犯

パトロール、交通安全教室、ルート下校訓練、

朝の交通安全指導、スクールゾーン協議会での

危険個所の改善に取り組むなど、子どもたちの

安全を守ることを中心に活動しております。ま

た、活動に取り組む中で、校外委員同士の結束

も高まり、地域と連携を取りながら活動してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会 

★学校・保護者・児童・地域をつなぐ広報誌づ

くりを目指します！！★ 

 

 広報委員会は PTA の広報誌「こづくえ」を

発行しています。「こづくえ」は子どもたちの学

校での様子や行事、PTA 活動を皆さんへお伝え

していきます。この編集作業を通して、学年の

枠を越えて幅広く情報を集め、委員相互のコミ

ュニケーションを図ると共に楽しく有意義な親

睦の場となる活動をしています。 

 

 

 

+ 

 

            広報委員撮影  

本部役員 

★学校・家庭・地域の橋渡し役です！！★ 

 

 出来ることを 出来る時に出来るだけ 一人

ひとりの小さな関わりが PTA 活動の原動力に

なります。子どもたちにとっての「より良い環

境作り」のために、学校、家庭、地域の皆様と

連携、協力をしていくことがＰＴＡ活動の基盤

だと考えています。また、各委員会のとりまと

め、他の学校との情報交換など、総括的に活動

しています。 

 

 

 

 

PTAについて 

給食試食会 

   にて 

スクールゾーン 

  協議会にて 

自然な感じ

でね！！ 
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小机小学校の学区内に『子ども 110 番の家』

があります。『子ども 110 番の家』のプレート

が掲げられた家には、子どもたちが自分の身の

危険を感じたとき、地震や雷雨などの自然災害

が起きたときに、いつでも駆け込んで助けを求

めることができます。また、非常時に駆け込む

だけでなく、１軒でも多くプレートを掲げるこ

とで、地域全体で子どもたちの安全を守ってい

ることがアピールでき、犯罪を未然に防ぐこと

もねらいとしています。 

ただ、『子ども 110 番の家』の場所を子ども

たちが把握していなければ、万が一のときに助

けを得られません。そこで、お子さんと一緒に

学区内を歩きながら、この『子ども 110 番の

家』を探してみてください。そして、お子さん

と非常時の対応の仕方について、話し合ってみ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小机小学校では、地域や保護者の皆様に、様々

な場面で子どもたちのための防犯パトロールを

お願いしています。 

◆わんわんパトロール◆ 

 愛犬の散歩をしながら、学区内の安全を確認

していただくパトロールです。 

◆通勤パトロール◆ 

 お仕事に行かれる際、家に戻られる際に、学

区内の安全を確認していただくパトロールです。 

◆校外委員によるパトロール◆ 

 学期初めの 3 日間、子どもたちの登校の安全

を見守るパトロールを行っています。 

 また、夏休み前には校外委員で分担し、学区

内をすべて回る夕方パトロールを行っています。 

  

「わんわんパトロール」と「通勤パトロール」

については、年度初めにお知らせをお配りして

いますので、ぜひご協力ください。 

防犯プレート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自転車のかごや自動車のダッシュボードなど、

外から見えるところに取り付け、防犯に協力を

いただいています。 

 このプレートは、本校入学の際に全家庭に配

付しています。破損した場合は随時交換してい

ますので、ご連絡ください。 

 子ども 110番                    パトロール 

子ども 110番の家 防犯パトロール 

 

 



21 
 

 
 
 
 

●学校運営協議会の目的 

 法律に定められた権限を与えられた地域・保護者・有識者などから構成される組織で地

域に開かれた学校づくり、特色ある学校づくりを推進し、学校運営改善を目的としています。 

●組織 

 

 

 

 

●話し合う内容 

年間４回の協議会を実施します。学校の教育活動に関する情報や資料の提供を行い、 

学校運営について協議し、それを日々の学校教育活動、学校経営に生かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★話し合ったことは、必要に応じて学校だより等で 

お知らせします。 

 小机小学校学校運営協議会 

構成メンバー 

地域組織・学校関係機関・有識者・各種団体代表・保護者代表・学校関係者など 

役職 

会長（1 名）、副会長（1 名）、書記（1 名） 

   ※教育委員会によって任命されます。 

子どもたちの 

学校生活の様子 

（主に学校行事 

などの活動の様子） 

 

児童の安全 
 

学校評価 

子どもたちの 

地域の中での生活の様子 

学校運営方針 

キャリア教育 
地域との連携 

子どもの自尊感情・規範意識 
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誰でも気軽に参加でき、他学年の方との交流や新しい発見に出会えるチャンスとして、活動を行っ

ています。 

                たんぽぽ図書  

            小机小学校の図書環境の整備のお手伝いをしている保護者のボラン 

テ            ティアグループです。主に３つの活動をメインに行っています。 

修理チーム・・・  できる限りいい状態の本を読んでもらいたいと思い、    

図書室の本を修理しています。また、新規購入本や廃棄本の登録・抹       

消作業のお手伝いもしています。 

環境チーム・・・足を運びたいなと思うようなわくわくする図書室を                    

目指して、飾り付けと本の整理をしています。手作りで季節ごとの 

飾りつけを変え、本の配置、美化を工夫しています。 

読み聞かせチーム・・・月に２回、金曜日の朝に子どもたちへ絵本の読み

聞かせを行っています。読み手と横で読み手を支えるサポーターさん

で活動します。 

        おやじの会 

  じゃぶじゃぶ池の清掃をお父さんボランティアで行ったのがきっかけと  

なって発足したのが、おやじの会です。 

「おやじたちが肩を組んで活動していけば、地域がよくなり、学校がよくな

り、楽しみが増える」という考えのもとプール清掃や運動会の片付け、新

学期準備の教室清掃など、１年間を通して様々な活動を行っています。   

また、学校外の活動として、子どもたちに豊かな体験をしてもらいたいと

いう思いから「小机村」と名付けた畑で野菜を育てる活動も行っています。

「小机村」で収穫した野菜は、KOZUSYO フェスタでも使われます。 

※ 随時メンバー募集中です。 

 

 

その他にも、お花を育てていただいたり、登下校を見守って交通整理をしていただいたり、家庭科

の授業で調理実習やミシンのお手伝いをしていただいたり、まち探検で付き添いをしていただいたり

と、さまざまな場面で、多くの方にご協力いただいています。 

                          

 教育活動協力者 
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１ 三校（幼稚園や保育園・小学

校・中学校）の連携 
小机小学校では、近隣の幼稚園や保育園や

中学校と連携しています。 

①幼稚園や保育園との連携 

・保育参観や教職員同士の情報交換 

・年長児の学校招待や交流 

・行事への招待 

・幼稚園や保育園と小学校の学びをつなぐス

タートカリキュラムの作成・実施 

②中学校との連携 

・小中一貫カリキュラムの作成・実施 

・教職員同士の情報交換や授業参観の実施 

・６年生の中学校の部活参観や生徒会による紹介 

・中学校のオープンスクール（体験授業）に参加 

２ 城郷中学校区の学校・家庭・地

域の連携 
～チーム城郷（学校・家庭・地域）で 

育てよう～ 

 

 

 

 

 

「城郷小学校」「小机小学校」「東本郷小学

校」「城郷中学校」の子どもたちを保護者・

地域・教職員等の「大人」で、共通の価値

観（教育観・指導観）で育てていこうと、

学校・家庭・地域、それぞれができること

を確認し、連携して城郷中学校区の子ども

たちの健やかな成長を支えていこうとする

取り組みです。 

 

 

 

 

取り組みです。 

 

 

 

①学校の取り組み 

・学校生活の基本を教える 

「社会で許されないことは、学校でも許さ

れない」 

特に暴力による解決といじめは絶対に許

さない姿勢で臨む。 

・学習の基礎、基本を定着させる。 

・社会の一員として、規範意識や思いやり

の心を育てる。 

・地域にかかわり、社会への関心を高めさ

せる。 

 

②家庭の取り組み 

・社会の決まりを守ることを教える。  

（マナー・倫理） 

・家庭学習の習慣をつける。 

・家族の会話を大切にする。 

・携帯やネットについては家庭内のルール

を決める。 

 

③地域の取り組み 

・社会のルールを教える。 

・さまざまな場面で子どもたちと積極的に

かかわる。（地域行事・ボランティア） 

・挨拶を積極的にかわす。 

 

 

   三校連携事業・学家地連 
三校（幼稚園や保育園・小学校・中学校）は連携しています。また、学校・家庭・地域

で連携して子どもを育てています。 

学校・家庭・地域、 

すべての大人で育てよう 

大切な城郷中学校区の 

すべての子どもたちを！ 



 
 

   
 
 

 

 放課後キッズクラブは、小学校施設を活用し、「遊びの場」と「生活の場」を兼

ね備えた安全で快適な放課後の居場所を提供することを目的とした事業です。 

 小机小学校の放課後キッズクラブは、港北区が選定した特定非営利活動法人 

安全教育振興会が運営を行っています。 

🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 🌸🌸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  小机小学校放課後キッズクラブ 

１． 対象児童 

小机小学校に通っている、または、小机小学校区

に居住している 1 年生から 6 年生 

 

２． 開設日 

月曜日から土曜日 

（年末年始、祝日を除く） 

 

３． 開設時間 

（詳細は入会のしおりを参照してください） 

利用区分によって利用できる時間が異なります。 

 

利用区分１ 

わくわく 

利用区分２

ゆうやけ 

利用区分２

ほしぞら 

              （R3 年度） 

＊利用区分２の場合は、必ず保護者の方にお迎え

をお願いしています。尚、利用区分１でも一斉下

校時刻以降は、保護者のお迎えをお願いしていま

す。 

４． 活動場所 

学校内の専用ルーム（３階）や多目的スペース、体

育館。校庭等 

＊学校外で活動を行う場合もあります。 

 

５． 参加料等 

（詳細は入会のしおりを参照してください） 

申込み時に、スポーツ安全保険加入料を負担し

ていただきます。 

利用区分によって金額が異なります。 

６． 参加の手続き 

（詳細は入会のしおりを参照してください） 

利用予定月の前月 10 日までに保険料を支払い、

利用申込書、各種必要書類をご提出ください。 

 

７． その他 

★お弁当について 

 土曜日や給食のない日に、午前、午後を通して

参加する場合には、お弁当が必要となります。 

 

★おやつについて 

 4 時 30 分以降も利用する場合には、おやつ

を提供します。（実費） 

 

 

 

 

 

金額や時間など、詳細は毎年発行されるキッズ

クラブからの案内をご確認ください。 

申込・問合わせは 

小机小学校放課後キッズクラブ 

電話/FAX  045(472)8945 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎昔、小机で土器がたくさん見つかったんだよ。（★印） 
◎たくさんのお寺があるね。このあたりで一番古いお寺は三会寺なんだよ。 
◎住吉神社には樹齢８００年くらいの木があるんだって。 
◎小机城址は古いお城の跡だよ。 

◎日産スタジアムは１９９６年に完成したよ。 
 国際試合の時は国際競技場と名前をかえるんだ。 
◎鶴見川は昔よくはんらんしたらしいよ。 
◎第三京浜は１９６０年に開通したんだって。 
◎横浜線は１９０８年に開通したんだよ。結構古いね。 
 開通のころから小机駅はあったんだ。すごいね。 
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